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11
月
30
日
、
地
域
づ
く
り
代
表

者
会
議
と
産
業
建
設
委
員
会
で
、

と
れ
た
て
名
張
交
流
館
「
と
れ
な

ば
」
を
視
察
し
た
後
、
市
の
産
業

振
興
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。

　
「
と
れ
な
ば
」
は
、
地
場
産
品

を
販
売
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
新

た
な
交
流
・
観
光
拠
点
と
し
て
、

農
業
・
商
業
・
社
会
福
祉
の
連
携
、

地
域
経
済
の
活
性
化
や
地
域
福
祉

の
増
進
な
ど
、
多
く
の
目
的
を
担

っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
開
催
な

ど
、
市
民
が
期
待
を
寄
せ
る
な
か

で
、「
と
れ
な
ば
」
の
運
営
に
つ

い
て
、
多
く
の
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
後
も
地
域
づ
く
り
組
織
に
も

協
力
い
た
だ
き
、
運
営
協
議
会
、

登
録
会
員
、
議
会
な
ど
が
一
体
と

な
っ
て
「
ま
ち
の
駅
」
と
し
て
盛

り
上
げ
て
い
く
こ
と
を
話
し
合
い

ま
し
た
。

No.

67

新年のごあいさつ
　市民の皆さまにおかれましては、
輝かしい新春を健やかにお迎えのこ
とと、心からお慶び申し上げますと
ともに、日ごろより、市政発展のた
めに多大なるご理解とご協力を賜り、
厚くお礼申し上げます。
　初春を迎え、名張市のさらなる発

展のために努力してまいりたいと決意をいたしております。
私が目指す市議会の在り方は「心ある開かれた議会」であり
ます。市民の幸せを実現するため、常に市民の立場で考え、
皆さまのさまざまな思いを市政に反映できる、透明性が確保
された議会でありたいと考えております。現在設置しており
ます「議会改革検討委員会」では、市民委員、学識経験者と
ともに、議会の政策立案・提言機能や監視機能の強化、情報
発信・広聴機能の充実など、あらゆる角度から議会改革につ
いて議論を重ねております。今後も、誠心誠意、市民の皆さ
まの声を十分お聴きし、ご期待に応えられるよう、全力を傾
けてまいる所存であります。本年も市議会に対し、一層のご
理解とご協力を賜りますようお願い申し上げますとともに、
本年が皆さまにとりまして幸せで実り多く、大いなる飛躍の
年となりますことを心よりお祈りし、新年のあいさつといた
します。

　　　　　　　　　名張市議会議長　永岡　禎

12月定例会は、補正予算など20議案を可決
　12月定例会（第354回）は、12月4日に開会、12月20日閉会した。条例制定5
件、条例改正3件、一般議案1件のほか、平成24年度一般会計・特別会計の補正
予算5件、市内普通科県立高校統合についての意見書などの議員提出議案3件、
教育委員会委員の任命につき同意を求める議案が1件、専決処分の報告2件の
計20議案を可決した。
（補正予算）
　平成24年度一般会計の12月補正予算は、4億8,160万円の増額補正で補正後
の予算は269億2,460万円となった。特別会計予算は、人件費の精査など計2億
960万9千円を増額した。

まいて…名張弁で「仲間にいれて」の意味
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市議会の動きをコンパクトにまとめてお伝えします。今号は　　　　　　　　　　　　　　の定例会をクローズアップ6 月    9 月   12 月　3 月

わ
た
し
もま

い
て
さ
！
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昭
和
40
年
代
か
ら
住
宅
開
発
が

進
み
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
人

口
が
増
加
し
10
万
人
都
市
誕
生

が
目
前
だ
っ
た
が
、
平
成
12
年

を
ピ
ー
ク
に
年
々
人
口
が
減
少

し
て
き
て
い
る
。
名
張
市
は

10
万
人
を
想
定
し
た
都
市
と
し

て
イ
ン
フ
ラ
整
備
済
み
だ
。
市

活
性
化
策
の
た
め
、
人
口
減
少

の
歯
止
め
策
と
し
て
再
度
10
万

人
都
市
を
目
指
す
べ
き
だ
。

福
祉
の
理
想
郷
、
生
み
育
て
る
に

や
さ
し
い
ま
ち
を
目
標
に
市
政
運

営
し
て
い
る
。
開
発
さ
れ
た
住
宅

地
に
は
７
０
０
０
区
画
近
く
の
空

き
地
や
、
空
き
家
が
あ
る
。
上
下

水
道
も
余
力
が
あ
り
、
小
中
学
校

も
余
裕
が
あ
る
。
市
民
主
体
の
ま

ち
に
主
眼
を
お
き
人
口
増
加
を
図

り
た
い
。「
安
心
安
全
の
ま
ち
名

張
」
を
掲
げ
、
躍
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
具
体
策
を
立
て
て
い
く
。

● 

ま
ち
づ
く
り

川
合 

滋 

議
員

心
風
会目

指
せ
10
万
人
都
市

Q
10
万
人
に
向
か
う

A

田
合 

豪 

議
員

清
流
ク
ラ
ブ

名
張
市
・
伊
賀
市
・
宇
陀
市
・
宇

陀
郡
が
合
併
し
て
25
万
人
の
中

核
都
市
を
目
指
し
て
は
ど
う
か
。

総
選
挙
が
終
わ
る
と
、『
地
域
主

権
型
道
州
制
』
の
動
き
が
加
速
す

る
。
病
院
の
経
営
統
合
や
消
防
広

域
化
問
題
の
解
決
、
東
大
和
西
三

重
観
光
連
盟
の
強
化
、
淀
川
水
源

地
都
市
の
魅
力
も
あ
る
。
合
併
の

是
非
を
問
う
住
民
投
票
か
ら
平

成
25
年
２
月
で
10
年
が
経
つ
が
、

見
解
を
求
む
。

名
張
市
は
、
単
独
自
立
の
中
で
、

自
主
自
立
の
ま
ち
づ
く
り
を
行

っ
て
き
た
。
広
域
行
政
に
よ
り
、

病
院
の
経
営
統
合
や
消
防
広
域

化
問
題
を
解
決
す
る
中
で
、
住

民
の
気
運
が
高
ま
り
、
合
併
の

必
要
性
が
出
て
き
た
時
に
対
応

を
考
え
る
。

木
津
川
上
流
25
万
都
市

Q
気
運
の
高
ま
り
で

A

AQ＆ 9 議員の質問と、市長などの答弁をご紹介します（一部抜粋）。
掲載内容は議員から提出された原文を尊重して、編集しています。

一般質問

空き宅地

民
主
・
自
民
・
公
明
で
消
費
税

の
引
き
上
げ
が
可
決
さ
れ
た
。

実
施
さ
れ
れ
ば
国
民
へ
の
影
響

は
大
き
く
、
年
間
に
し
て
給
料

の
ひ
と
月
分
の
収
入
が
減
る
と

試
算
さ
れ
て
い
る
。
住
民
税
や

所
得
税
な
ど
今
後
の
負
担
増
も

あ
り
、
暮
ら
し
や
経
営
が
立
ち

行
か
な
く
な
る
。
加
え
て
自
治

体
財
政
へ
の
影
響
も
懸
念
さ
れ

る
。
病
院
と
水
道
事
業
会
計
は
、

ど
の
よ
う
な
状
況
が
考
え
ら
れ

る
か
。

病
院
事
業
会
計
は
診
療
報
酬
に

消
費
税
が
か
か
っ
て
い
な
い
た

め
、
収
入
面
で
は
差
は
な
い
と

見
込
む
。
医
療
機
器
や
物
品
購

入
な
ど
は
、
全
て
消
費
税
が
か

か
り
大
変
厳
し
い
状
況
に
な
る
。

水
道
事
業
会
計
は
増
税
に
な
れ

ば
、
水
道
料
金
に
消
費
税
増
税

分
を
転
嫁
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

● 

暮
ら
し

消
費
税
増
税
の
影
響
は

Q
水
道
料
金
に
転
嫁

A

石
井 

政 

議
員

公
明
党

全
国
で
毎
年
約
６
０
０
０
人
が

白
血
病
や
再
生
不
良
性
貧
血
な

ど
、
血
液
の
難
病
を
発
症
し
て

い
る
。
有
効
な
治
療
法
の
一
つ

が
造
血
幹
細
胞
移
植
だ
が
、
患

者
と
ド
ナ
ー
の
骨
髄
細
胞
タ
イ

プ
が
適
合
し
て
も
４
割
は
骨
髄

提
供
に
至
ら
な
い
。
ド
ナ
ー
の

通
院
・
入
院
時
の
休
業
補
償
が

な
い
た
め
負
担
が
重
い
。
ド
ナ

ー
へ
費
用
補
助
す
る
こ
と
で
多

く
の
命
が
救
わ
れ
る
。
助
成
制

度
を
検
討
す
べ
き
だ
。

骨
髄
移
植
を
全
国
的
に
推
進
す
る

骨
髄
移
植
推
進
財
団
が
あ
る
。
全

国
で
40
万
人
以
上
が
登
録
し
、
年

間
千
件
以
上
の
骨
髄
移
植
が
実
施

さ
れ
て
い
る
。
患
者
に
、
よ
り
良

い
治
療
を
提
供
す
る
た
め
市
民
の

理
解
が
必
要
だ
。
一
人
で
も
多
く

の
命
を
救
う
た
め
、
平
成
25
年
度

か
ら
骨
髄
ド
ナ
ー
協
力
者
に
費
用

助
成
制
度
を
創
設
す
る
。

骨
髄
ド
ナ
ー
助
成
制
度

Q
平
成
25
年
度
創
設

A

子
ど
も
部
の
課
題
と
し
て
、
待

機
児
童
が
過
去
５
年
間
毎
年
増

え
続
け
て
い
る
。
12
月
５
日
現

在
で
77
人
の
保
育
所
の
待
機
児

童
は
、
過
去
最
高
の
数
で
あ
り
、

全
く
歯
止
め
が
か
か
っ
て
い
な

い
。
こ
の
打
開
策
と
し
て
、
全

国
の
先
進
自
治
体
で
採
用
し
て

い
る
「
保
育
マ
マ
制
度
」
の
導

入
を
提
案
し
た
い
。

保
育
マ
マ
制
度
は
、
短
期
的
に

保
育
サ
ー
ビ
ス
の
量
を
増
加
さ

せ
る
有
力
な
選
択
肢
と
認
識
し

て
い
る
。
ま
ず
は
、
育
児
休
業

明
け
の
母
親
な
ど
の
優
先
度
の

高
い
者
の
受
け
皿
の
確
保
を
最

優
先
に
考
え
、
当
面
３
歳
未
満

の
児
童
に
つ
い
て
具
体
的
に
進

め
て
い
く
。
保
育
マ
マ
制
度
の

導
入
は
、
保
育
マ
マ
を
支
援
す

る
人
材
や
保
育
所
、
公
共
施
設

な
ど
の
地
域
資
源
を
活
用
し
て

平
成
25
年
度
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

保
育
マ
マ
制
度
の
提
案

Q
25
年
度
に
取
り
組
む

A

ドナーカード

幸
松 

孝
太
郎 

議
員

心
風
会 

橋
本 

マ
サ
子 

議
員

日
本
共
産
党

東大和西三重観光連盟

津市

伊賀市

宇陀市 御杖村
曽爾村

名張市
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県
教
育
委
員
会
が
示
し
た
市
内

県
立
高
校
２
校
の
統
合
に
は
、

多
く
の
問
題
が
あ
る
。
ニ
ー
ズ

と
学
生
が
一
番
多
い
部
分
を
担

っ
て
い
る
２
校
を
統
合
す
る
と
、

伊
賀
地
域
内
で
偏
在
す
る
高
校

の
問
題
が
拡
大
す
る
。
小
学
校

か
ら
中
学
校
へ
進
学
す
る
際
の

市
外
流
出
人
数
が
減
少
す
る
な

か
、
普
通
科
定
員
が
減
る
こ
と

は
、
高
校
進
学
時
に
市
外
流
出

を
拡
大
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。

特
別
支
援
な
ど
の
公
立
高
校
が

担
う
べ
き
役
割
に
つ
い
て
も
、

十
分
検
討
さ
れ
て
い
な
い
。
ま

た
、
公
立
高
校
の
担
っ
て
い
る

率
も
、
統
合
と
定
員
削
減
に
よ

り
下
が
っ
て
い
る
。
も
っ
と
検

討
し
、
伊
賀
地
域
全
体
の
公
立

高
校
像
を
先
に
示
す
べ
き
だ
。

思
い
は
議
員
と
同
じ
で
あ
る
。

関
係
者
の
意
見
を
十
分
考
慮
し

て
も
ら
う
よ
う
、
県
に
は
要
望

し
て
い
く
。

● 

教
育

細
矢 
一
宏 
議
員

公
明
党公

立
高
校
統
合

Q
関
係
者
の
意
見
を
考
慮

A

名
張
市
議
会
で
は
、
一
般
質
問

の
３
日
間
の
み
ア
ド
バ
ン
ス
コ

ー
プ
に
お
願
い
を
し
て
実
況
中

継
を
し
て
い
る
。
生
放
送
で
あ

り
、
そ
の
時
以
外
は
市
民
が
見

た
い
時
に
議
会
の
議
論
を
見
る

こ
と
が
で
き
な
い
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
中
継
シ
ス
テ
ム
を
導
入

す
れ
ば
、
い
つ
で
も
見
る
こ
と

が
で
き
、
市
民
と
議
会
の
距
離

が
近
く
な
る
。
導
入
を
検
討
せ

よ
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
の
導
入

に
つ
い
て
は
平
成
25
年
度
中
に

実
現
で
き
る
よ
う
議
会
と
協
議

す
る
。

福
田 

博
行 

議
員

清
風
ク
ラ
ブ

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継

Q
25
年
度
中
に
導
入

A

平
成
24
年
８
月
６
日
「
温
浴
施

設
」と「
と
れ
た
て
名
張
交
流
館
」

が
オ
ー
プ
ン
し
、「
ま
ち
の
駅
」

の
認
定
も
受
け
、
順
調
な
滑
り

出
し
で
あ
る
が
、
現
在
の
状
況

は
ど
う
か
。

「
と
れ
た
て
名
張
交
流
館
」
は
、

８
月
オ
ー
プ
ン
か
ら
４
ヵ
月
間

の
利
用
者
数
が
約
３
３
０
０
人

で
、
一
日
平
均
２
８
０
人
、
売

上
は
約
３
０
０
０
万
円
で
、
登

録
会
員
は
約
１
８
０
人
で
あ
る
。

温
浴
施
設
と
と
も
に
観
光
交
流

の
拠
点
と
し
て
、
年
間
50
万
人

を
目
標
に
、
他
の
ま
ち
の
駅
や

市
内
観
光
地
と
連
携
を
密
に
し

て
、
利
用
客
増
を
目
指
す
。

𠮷
田 

正
己 

議
員

清
風
ク
ラ
ブ

「
と
れ
な
ば
」
の
現
況

Q
順
調
に
推
移

A

ま
ち
な
か
の
「
ひ
や
わ
い
（
※
）」

や
、
路
地
通
り
に
併
設
さ
れ
た

小
排
水
路
の
流
れ
の
環
境
が
非

常
に
悪
い
。
生
活
排
水
が
滞
留

し
て
い
る
の
で
、
気
持
ち
良
く

生
活
で
き
る
環
境
づ
く
り
の
目

配
り
が
必
要
だ
。
下
水
道
工
事

と
連
動
し
て
改
修
さ
れ
て
い
く

だ
ろ
う
が
、
時
間
を
要
す
る
は

ず
だ
。
整
備
採
択
の
基
準
を
問

う
。

整
備
計
画
は
無
い
が
、
区
長
の

要
望
を
中
心
に
梁
瀬
水
路
の
改

修
も
含
め
整
備
を
行
っ
て
い
る
。

路
地
の
水
路
整
備

Q
順
次
整
備

A

● 

情
報
・
産
業
・
都
市
整
備

小
中
学
校
に
お
い
て
、
授
業
を
行
う
教
室

の
温
度
設
定
は
、
学
校
環
境
衛
生
基
準
で

冬
季
は
10
度
以
上
、
夏
季
は
30
度
以
下
で

あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
特
別
教
室
に
ス

ト
ー
ブ
が
設
置
さ
れ
て
お
ら
ず
、
各
学
校

の
総
点
検
と
対
応
を
求
む
。
学
校
管
理
費

は
寄
附
に
頼
ら
ず
行
政
が
予
算
措
置
を
行

う
べ
き
だ
。

温
度
管
理
は
、
改
め
て
確
認
す
る
。
学
校

管
理
費
は
、
決
し
て
寄
附
に
頼
っ
て
い
な

い
。
強
制
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割
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て
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方
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政

法
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４
条
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に
抵
触
す
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。
必
要
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こ

と
は
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源
措
置
を
し
て
い
く
。

髙
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流
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ラ
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学
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教
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温
度
管
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て
確
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し
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AQ＆ 質問その他

浦
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陽
介 

議
員

無
会
派

※ひやわい…民家と民家の間の狭い路地

年
少
扶
養
控
除
の
廃
止
で
子
育
て
世
帯
は
増

税
と
な
り
、
児
童
手
当
の
給
付
が
さ
れ
て
も

一
部
手
取
り
が
減
っ
て
い
る
。
国
は
今
後
、

子
育
て
支
援
の
財
源
に
消
費
税
増
税
を
見
込

ん
で
い
る
が
、
子
育
て
世
帯
に
と
っ
て
は
、

更
に
負
担
増
と
な
り
家
計
を
圧
迫
す
る
。
子

ど
も
の
育
ち
と
教
育
を
保
障
し
、
安
心
し
て

子
育
て
で
き
る
支
援
を
求
め
る
。

こ
れ
ま
で
高
齢
者
中
心
と
し
て
い
た
社
会
保

障
の
配
分
を
、
子
育
て
世
代
に
も
充
当
さ
せ

て
い
く
。
子
ど
も
子
育
て
支
援
は
、
国
の
動

向
を
見
な
が
ら
、
市
と
し
て
し
っ
か
り
対
応

す
る
。

手
厚
い
子
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を

Q
国
と
連
携
し
対
応
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日
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専決処分した事件（平成24年度名張市一般会計補正予算（第3号））の承認／専決処分した事件（名張市手数料徴収条例の一部を改正する条例）の承認／名張
市指定地域密着型サービス事業者及び指定地域密着型介護予防サービス事業者の指定に関する基準を定める条例の制定／名張市指定地域密着型サービスの事業
の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例の制定／名張市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防
サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の制定／名張市公共下水道の構造の技術上の基準及び終末処理場の維持管理に
関する条例の制定／名張市水道布設工事監督者の配置基準及び資格並びに水道技術管理者の資格に関する条例の制定／名張市職員定数条例の一部改正／選挙管
理委員会及び議会等の要求により出頭した者等の実費弁償に関する条例の一部改正／名張市市税条例の一部改正／伊賀市・名張市広域行政事務組合規約の変更
に関する協議／平成24年度名張市一般会計補正予算（第4号）／平成24年度名張市公共下水道事業特別会計補正予算（第1号）／平成24年度名張市国民健康
保険特別会計補正予算（第2号）／平成24年度名張市介護保険特別会計補正予算（第2号）／平成24年度名張市後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号）／
教育委員会委員の任命についての同意／名張市議会会議規則の一部改正／名張市議会委員会条例の一部改正／市内普通科県立高校統合についての意見書

　三重県教育委員会が設置する、伊賀地域高等学校再編活性化協議会に
おいて、名張桔梗丘高校と名張西高校を平成28年度に統合する方針が示さ
れましたが、これまでの住民説明会での意見や質問、要望について具体的な
解決策は協議されていません。
　当議会は、両校の統合を否定するものではありません。しかし、伊賀地域
における普通科の割合は、全国平均より19.3％も下回っており、多数の生徒

の地域外への流出を生んでいます。まず、伊賀地域全体の県立高校の配置
や役割など具体的な活性化策を協議した上で、統合された後の高校の具体
的な姿を示し、地元の子どもはできうる限り地元の高校へ通学できる環境
を作るべきと考えます。以上を踏まえ、伊賀地域全体の高校がその再編によ
り、より活性化したものとなるよう、県知事と県教育長に意見書を提出する
ことを全会一致で議決しました。

おことわり
議員のお祝い金などの寄付行為につきましては、公職選挙法により禁
止されています。皆さまのご理解をお願いします。

ご意見・ご要望をお待ちしています

     ホームページで会議録をご覧ください
名張市議会、名張市議会事務局（市役所ホームページ内）のホームページか
らアクセスできます。  http://www.city.nabari.lg.jp/gikai/

 議会広報特別委員会（議会事務局 63‐7834）

第 354回定例会　審議結果

3月3月3月
2月28日木
3月  5日火

6日水
7日木
8日金
11日月

開会
一般質問
一般質問
一般質問
補正予算
当初予算

12日火
13日水
14日木
15日金
18日月
19日火

予算特別委員会（総務企画委員会所管分）
予算特別委員会（教育民生委員会所管分）
予算特別委員会（産業建設委員会所管分）
総務企画委員会
教育民生委員会
産業建設委員会　　25日月　採決

開会時間は午前 10時からです。ぜひ、傍聴にお越しください。
一般質問はケーブルテレビで放映されます。

議会の日程　  ※予定を変更する場合があります。

「議会だより」紙面見直し後の感想をいただきました

「女性が輝くまち名張」を目指して !
■市議会議員女性比率…30.0%（県内 1位）

■市一般行政管理職女性比率…23.7%（県内 2位）
（1位…亀山市 26.4％、3 位…伊賀市 20.7％、県内平均 12.1％）

（2 位…明和町 28.6％、3 位…伊賀市・東員町 21.4％、県内平均 12.5％）

　「女性だからこそ…」の視
点を大切にして、ご意見を市政へ反映させ
たいと思います。私たち女性議員と一緒に
わがまち名張について考えてみようと思わ
れる人は、ぜひ名張市議会へお申し出くだ
さい。

6 人／全議員 20 人

44 人／全管理職 186 人

 議会事務局 63‐7834

　見た瞬間に「読みやすい」という印象があり
ました。特に、顔写真が入ったせいか顔と名前
が一致して、親しみが持てるので質問も自然に
読みたくなりました。スペースも多く取ってく
れているせいか、文字ばかりの印象がなく「読
者に優しい」というのが率直な感想です。全体
的にすごく良くなったと思います。
　市議会が身近に感じられる取組みをこれから

もぜひ続けてください。これで、我々の声が確
かに市政に届いたという実感が持てました。多
くの想いをさらに市議会に届けたいと思います
ので、これからも“議会から市民の皆さんに”
という姿勢を大切にしていただき、積極的に各
種団体や市民の意見を聞くという事を大切にし
てほしいと思います。

社団法人 名張青年会議所

「市内普通科県立高校統合についての意見書」を県に提出

※平成 24年 4月 1日現在

募集

全
会
一
致

女性議員と女性議員と
女性女性市市職員等との職員等との
懇談会を開催懇談会を開催

　11月12日、女性議員 (6人 )と名張市
教育委員長、女性市職員 ( 部長職 5人 )
が懇談しました。
　男女共同参画に対する思いや実態につ
いて、市政の推進に向けて
今後も互いに連携協力し
ていくことなどについ
て話し合いました。


